
惣筋行 /ガ !5日 繋 、:苦み彦 ど先新 / J号

1 9 9 9年7月 1 5日  第 1 3号

発行 :いたばし水と緑の会 事務局
年会費2,000円 郵便振替00170‐8‐352508いたばし水と緑の会
ホームページhttp//卿1.Odn,ne.Jp/～caa98300/忙abeshi.html

〒173-8501板橋区板橋2-66-l TEL03-3579‐ 2598

板橋区環境保全課内 FAX 03-3579‐2589

市民参加で板橋区の動植物調査をしませんか

ボランティア募集

昭和 20年 後半松月院の森でフクロウがないていた。
徳丸たんぼにはホタルがいた。
ンプミや野草など食卓ほ上つた自然の恵み。
自然の中での遊び。畑の書虫。
ぼつんとある街灯に集まつためびただしい虫。
いいこともやつかいなことも含めて、
関わりがあつた板橋の自然。
今彼らはどこかでひつそり生きている?そ れとも ・・・

動植物調査に<わ しい人のネツトワークをつ<り 、協働により板橋区のうの自然を調
査します。板橋区環境保全課との共催事業ですが、調査ととりまとめはポランテイアで
行い、成果物は調査員全員のものとなります。

◎動植物調査
魚、昆虫、水生生物、植物産<わ しい人、一緒に今の板橋区の自然を調査しま
せんか。
第 1回 は荒川生物生患園で調査し、来年度には地域を広げて実施したいと者
えています。

事前打合せ
日 時 :7月 29日 (本)19時 から20時 30分
場 所 :産文ホール4階 予備室

◎定点モ三ター募集
興味がある人、詳し<な いけど好きな人も参加できる場として、家の近<な
どで]旨標になる生き物の定点調査があります。定点調査モ三ターのための観
察会と,旨標生物の見分け万講習会を開きます。

日 時 :8月 20日 (金)(予 定)

◎作文募集 「書の自然の記録」
失われてしまつた風景や自然を記録に残します。オ才ムラサキ、亦タル、

カブトムン、タガメなど動植物の記録や思い出を言いてお送り下さい。
締め切り :10月 末日
送付先 :173-8501板 橋区役所環境保全課水環境係

申込み ・問合わせ :板橋区環境保全課 坂 本
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勧成金 100万 円つきました

香に河川環境管理財団に申請していた「笹目

橋緑地の市民参おBによる自然回復事業」に減額

されましたが、100万 円助成金が出ることに

なりました。使いみちは申請内容に準じて行う

ことになります。そこで右のような予算案を作

成しました。すでに調査 ・観察会は始まってい

ますが、意見など頂いて、8月 の定例会で了承

していただきたいと思しヽます。

予算案             単 位 :万円

かがみ
りょう

管理方針を決めました

5月 27日 の建設省との検討会で、管理力針

を決めて、工事後の維持管理を自然回復団でや

つてくれるなら、今年度工事をするとの約束を

頂きました !維持管理費も出ませんし、場所は

'広
いですが、助成金を利用したり、建設省に協

力 (工具その他)し てもらつたり、参おBを広め

ていきながら出来ると思います。きつと楽しい

作業になるでしょうし、参加者も区内外から増

えると思います。

市民参加による管理の方針 (建設省に提出)

ここでは荒川に本来あつたであろう河辺の
池、湿地、千潟などを取り戻し、そこに自生ま
たは生患していた植物や動物を呼び戻すこと
をめざしていく。
池、湿地などの整備後は、現存する植物や動

物、風、水の流れ、動物による種子、卵などの
運搬による自然の遷移に委ねることを基本と
する。 ‐

しかし在来種の生患にとつて問題のある帰
イヒ植物または帰4ヒ動物、園芸種、改良種などに
ついてはなるべく除去していくものとする。
加えてそれらのための維持管理、観察などを

行つていくために必要な場所、施設についての
整備をしていく、または行政に要望していくも
のとする。

管理の範囲
・観察会
・帰化植物などの植生管理
・放流される外来魚、鯉などの不適正な動物の
管理

・池、水路などの軽微な補修や浚渫
・ごみの清掃

建設省への要望事項
・維持管理に必要な工事道具を保管する、また
は着替えをするなどの仮設小屋設置をお願
いします

項 目 種目 規格 数量 金額

・　
△石

査

察

調

観

講師・指導

者謝礼

6回、取り

まとめも
1 2人 12

調査道具

購入費

投網・捕虫

網、他
1 式 4

帰化植 物

等の管理
工具代

エンジン

式車刈機
2 台 5

の座

催

講

開
資料等

作成費

レジュメ
スライド

1 封 5

講師謝礼 4 人 4

工事へ の

市民参カロ

工事指導

者謝手L
5 人 10

ャエ事道 具

購入・僣周

ネコ車、ス
コップ他

ユ式 10

看板制作
看板制作
・設置

立て札 ・

案内板
基＋
堪
４

20

活動記 録

集作成
・
費

録

集

記

編
1 式 15

印刷・製本 1 式 15

合計 100
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・工事道具を洗う、手足を洗うなどの水道設備
整備をお願いします

・湿地保全のために大規模な補修 b没渫などの
必要生じた場合は工事をお願いします

。クリーンアップなどで集積したゴミ(散乱ゴ
ミや組大ゴミ)は 処劣をお願しヽします。

・自然地の維持管理に対する費用 ・報酬を、企
画・呼びかけなどを担当する市民団体等へ支
払う形を、つ後検討されるようお願いします。

観察会 ・調査の内容

目的 1工事前の笹目橋緑地にどんな自然があっ

たのか調べておくことによって、貴重な動植物

を保全するとともに、工事後どのように自然が

回復したのかがわかる。そのため調査である。

方針 :1996年 に埼玉県生態系保護協会によ

り植生図が1乍成されている。この植生図をベー

スとして、植物群落内の群集、貴重種、及び動

物の生患を調査し、地図上に落としていく。

(概況調査)

また現況植生の基本構成を調べ、工事後の基

本構成と比較するために、野球場、水路、_池、

草地を含む植生調査を行う。(ベル トトランゼ

クト)

進め方 :毎月 1回 の観察 ・調査会と補足調査

を数回 10月 まで行う。講師、指導者として毎

□ 2人 から4人 、責任をもって、これに当た

る。

会員または関連団体などから植物、昆虫、調

査方法などに詳しい方にお願いします。

我こそはとしヽう方は連絡ください。

もちろん多勢で楽しく行いたいと思います

し、管理などのこともありますからみんなに詳

しくなつてしヽただきたいと思います。

下の写真は7月 の調査 ・観察会の様子です。

提言 !
環境保全課の坂本さんには事務局として今ま

で、たいへん会の活動 (特に赤塚の森ポランテ

ィア)に 協力してきていただきました。感謝し

ています。

ただし行政職員であるため、時折市民活動

のあり方、活動の内容に行政として責任とれ

なし`と感じる時、市民活動として行おうとす

る工事の中止を、会員に告げる (大関の湿地

回復)、または建設省に申し入れる (笹目橋緑

地の自然回復工事)な ど、活動してしヽる市民

としては納得できなしヽことがあります。

市民がより自由に活動するために、事務局

は市民側に置かなければならなしヽかと思いま

す。環境保全課としても負担が大きしヽのでは

と思しヽますが、みなさんはどう者えますか。
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見えてきた !緑の未来

4月 29日 の総会は、ワークショツプで板橋

の自然回復の将来像を話し合いました。26名

が 5班 に分かれて活発に意見交換が行われまし

を。テーマは 「夢」でしたが、どのグループも

けつこう現実的なものが多かつた気がします。

「ここをこんな鳳ほしたい」 「あそこだつた

ら、こんなことが出来る」等など、板橋全体を

イメージしてというより、日頃それぞれ思い描

いているところがあつたようです。

1グループ (三船、高野、番匠、金谷亨、金谷

つや子、猪鼻)        |

・高島平から赤塚公園に向かつて左側の赤塚公

国内のわき水をなんとかしたい (たんほにし

たい)

・石神井川 ・前谷津川なども自然□復の拠点と

して活動できたらいいと思う。

・各家庭の庭でも、車を刈らなければ虫や鳥が

やつて<る

。都や区の遊休地を一時的にでも自然地にした

い

2グ ルーフ
°
(中澤、加々見、小屋、真□)

・公園の自然地化を進めたい

。自然地のネツトワーク化していきたい

3グ ルーフ
°
(本村、下日、渡瀬、平日)

・地域と密着した活動として公園いじりをさせ

てほしい

。緑の□廊、水の循環を者える

4グ ルーフ
°
(鈴木、坂不、長崎、新保、出下、

島井)

小松 容 子

近い目標

・会員の充実 (運営、方針を明確にする)

・現在の自然の姿(状況)を明確にしてお<

・事務所をつ<・ろう

。現在行つていることを持続させてい<

・身近で子供が環境教膏を体験できるような

活動を行う

遠い目標

・板橋区の自然の将来像を見据えた自然回復の

方策を模索してい<

.5グ ルーフ
°
(矢日、大西、香取、釣巻、小松)

・活動を活発にしてい<に は資金が必要なので、

補助金や醐成金の申請を行う

。小豆沢グラウンド北側斜面 (薬師の泉がある

ところ)の 手入れについて、周辺の住民の方

々で興味のある人がいると活動ができるので

はないが

・荒サ||と赤塚の自然回復を結びつけていきたい

。大門の池をどうするか

時間の都合で、出された意見をもとに話し合

うことはできませんでした。

板橋区のいろいろな地域で自然回復活動が進

んでい<よ うな、ボランテイア同士の結びつき

や活動の発信地として、いたばじ水と緑の会が

発展できる基本的な方向やお針について、意見

を出し合っていきましよう。会報にも、活発な

意見をお寄せ下さい。

なか、会長および赤塚、荒川のリーダーは前

任者がそのまま承認されました。
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保健所窓□からみた板橋区の虫 ・おし・ムン

日不では
“
おし

"に
関して微妙なつきあいが

あつたようだ。「おしがぃぃ」、「おしが知らせ

る」等々の表現[み られるよう、心や感情を左

右するような “なほか
"ゃ

、「獅子心中の虫」

というような悪さをするもの(得 体の知れない

何かを総じて “おし
"と

表現してきたのだろ

う。しかし、そうした “おし
" に

対する受け

止め方も、最近では一方的に人間の生活Eと っ

て悪いものと断じられているように思われる。

保健所の窓□に持ち込まれる “もし
"に

関

する苦情や相談をみると、昆虫の類では、蚤や

ヨや蚊、塩等の古典的な衛生害虫を筆頭にして

蜂、厳、蛾の仲間や蜘妹類と種々雑多である。

昆虫や側妹類以外にも、虫偏のつ<蛇 、蝙蝠と

幅が広い。

そうした "お じ
"に

も世ほ習い栄枯盛衰が

ある。よ<ぞ 今でも生きていたと思うようなア

ズキゾウムン、ナンキンムン、チピタケナガン

ンクイや、最近では持ち込まれることも少ない

アンダカグモ。一方、家屋内昆虫では新参者の

とメマキムシやイェヒメアリも段々と勢力を拡

大して<る のでは、と心配である。また、最近

ではセイヨウミツパチに追いやられていたニホ

保健所生活衛生課 三 井 公 夫

ンミツパチが勢力を盛り返しての分封(巣わか

れ)に大騒ぎと…。なかでもアリガタメヽチ、ツ

メダニ、タカラダェの類は全国的に大発生し、

仲間内でも様々な情報交換が行われた。なか、

30年ほど前になるが台風で荒川上流から流れ着

いたものと思われるマムン。光が丘の開発で住

処を荒5さ れ人家の側溝に逃げ込んだヤマカガ

ン。緑と水の板橋区らし<、 ア牙ダインヨウは

かなり頻繁にみられる。

確かにみて<れ の悪いグロテスクな形態や、

人を東」したり、食呂E害 を与える “おし
"も

いるが、不来はヒッソリと生きていた “おし
" が

ほとんどで、生物の世界のパランスを崩

し、異常発生させる環境の変化こそが問われる

のではないのだろうか。 “おし
"ほ

罪は無い。

おしろ生態系に大きな歪みを加えつづけてきた

都市開発や住宅構造の変化、生き物に接融する

ことな<育 つ環境、過度な清潔指向にこそ日を

おけるべきだろう。どんな “おし
"Eも

自然

界での役割があり、駆除の対象としてではな<、

お互いほ生活が脅かされないようにできないも

のだろうか、と思う日々である。
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荒川実験池-1年 間の定期調査から

水と緑の会では、平成 9年 9月 、平成 10年

4月 (5月 に3つ の実験池を作りました。私た

ちは、3つ の池ほついて水質や水深などの状況

を、 1年 間を通して毎月 1固定期的に調査をし

ました。

<水 質>

CODパ ツクテストで30～ 5 0mg/2あ り、

荒川の水質が 5～ 1 5mg/2程 度であるのと比

較するとかなり高い数値になつています。

<水 深の変化>

調査を始めた平成 10年 6月 から10月 まで

は20～ 3 0cm程度の水深がありましたが、雨

などEよ り周りの上が崩れ、次第に池が埋まり

ました。雨の少ない 11月 以降は干上がってし

まい,雨 が続いた後に水がたまるといつた程度

になつています。

<台 鳳 15暑 の後>

平成 10年 9月 の台風 15暑 では、河川敷が

完全E冠 水し、池も水没し、土砂の埋まりが大

きいようでした。河川敷底自然を作り、維持し

てい<の も難しいことだと思いました。

<池 の変化>

3つ の池それぞれに特徴がみられました。

1暑池は氷が出るまで掘つた一番深い池で、

約 1.4mあ ります。 1暑池が冬[干 上がった

とき、サカマキガイ約 50個 と、無数のザリガ

ニの巣穴があり、生物の数が多いように見えま

した。

木村 延 明  番 匠 広

2暑池は池の底に粘土をはり、水路とつなげ

ています。深<掘 つていないため水深は浅いも

のの、他の池が干上がつた 12月 でもこの池だ

け5 cmの水が残つていました。しかし、
'1月

に

干上がった後、池底はひび割れて他の池よりよ

<な い状態でした。雨が続いた後の平成 11年

4月 には、水路ほいたトウキョウダルマガエル

が池に来てないていました。

3暑池は浅<素 堀りのままで、生物の数とし

ては少な<、 これと言つて目立つものがないよ

うな気がしました。

<備 者>

①調査日 平 成10年6/27、7/18、8/15、9/19、

10/25、11/21、12/23、平成11年1/15、2/28、3/13、

5/1、5/15、6/6

②調査項目 気 温 ・水温 ・CODepH・ ア

ンモェア ・硝酸性窒素 ・水の色 ・濁り・臭気 ・

水深 ・池の状況 ・生物

D mg/2 Cm
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徳丸ケ原公国内の流れのある池に思う

私が高島平に移住して来たのは昭和47年で、

まだ周りは空地が多数ありました。徳丸ケ原野

球場では色々な団体の主催する野球大会にも参

力8したりしました。

又公園の球場の同りにも広場等が現在より多

<、 野球が好きな我が子とよ<キ ャチポールじ

たり走り回つたものでした。

今から数年前(平成元年)遊んでいた広場が柵

で囲われて工事が始り、出来あがつたのが現在

の流れる池でした。

この池は、遊び方に規制の多い
"こ

どもの

池(プール)"と 違つて、子供達が自由E好 きな

水遊びができるのかと思いました。

出来上つたとき、その池の淵に「池の中に入

るべからず」の立札が立てられていました。

池の中に植えた車花の根が傷おとの諭旨の内

容で、自然の中の川や沢で自由に入り込んで遊

んだ私には者えらない事でした。

確かに、都会の小さな公園の中の小さな自然

池では、大自然に人が足を踏みこんだときと同

じような回復力が無いので、止お得ない処置と

思いました。

その甲斐があつてか2年 目から数年は池の中

に入る人も少な<、 色々な車花が池全体に咲き

繁り目を楽しませて<れ ました。

その後、人が入り込おことさえ制限した池が、

冬になると水が無<な り(止められて)ここ数年

のうちに様変りして来ました。

又夏場も水量が少な<中 央のコンクリー ト部

高島平  大 西 優

分しか流れがありません。

そんな中、板橋区の自然回復ボランテイア活

動議座で「徳丸ケ原公園の自然回復」が広報に載

り講座に参加致しました。      '

参加した頃は自然回復の意義、必要性や重要

性もよ<わ かりませんでした。

講座に参加して板橋区内の公園、学校のビオ

トーブ、荒川河川敷等を見て歩いているうちに

自分達が幼少の頃の親しんだ自然の水、土、生

き物が変つて来ていることに気が付<よ うにな

りました。

「徳丸ケ原公園にも自然池を」、講座を受けて

いる人達の間で、この池をこのままの状態では

ひどいので回復しようと言う話が出て来ました。

今の流れる池が当初はどのような目的で作ら

れたのか知りたいと言うことで、環境保全課の

取り計らいで、区のみどりと公園課の力達にお

会い出来ました。

公園課の方のお話しでは、池が計画された時、

水源の確保と、もう一つの目的として東京都の

新河岸下水処理場の2次処理水利用の用途開拓

があり、そのため新河岸川を越えて公園の近<

まで画己管も布設されているようです。

2次処理水は幾らか色が付いているのと、多

少臭気がある(新河岸川の川の水に比べると数

段きれいだが)ので、池[子 供が入つたりする

のは困るとの処理場からの要請があり、2次処

理水の利用を諦め、現在は工業用水を利用して

いると言うことです。
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「竹グルーブ」活動開始! !

7月3日、三園小学校の地域活動室をお借りし

て、竹グループの活動が始まりました。

集まつたメンバーは10人。まずは、赤塚公園で

の竹調達から。ヤブ蚊の総政撃[曝 されながら、

今年の畑めの若竹を1本切り出しました。持つ

て運べるように短めに切り、三園小学校に移動、

早速竹の加工(?)に入りました。(今年の竹なの

ほ、幹の周りはスス(?)で真つ黒でした。大気

汚染、排気ガスの影響でしようか。)

道具はタケノコ(竹鋸)、小刀、ナタです。銘々

が思い思いほ切つたり、削つたり、割つたり、

丸めたり、折つたり。鮎の塩焼きが似合いそう

な篭、グイ飲み、ジョツキ、た<さ んの作品

(のが出来上がりましたが、一番多かつたのは

竹<ず のような気が。・・。

竹グループでは、「竹林の管理」と管理のために

切つた竹を利用して「暮らしに役立つモノを自

分達の手で作つてい<」ことをしたいと者えて

います。メンパーの中には子供の頃少しやつた

ことがある人もいますが、道具も知識も技術的

兼松 万 彦

とも素人集団です。(三園小学校の校長先生は

玄人のようです。)

しかし、夢は持つています。例えば、竹需や

熊手を沢山作つて小学校で使つてもらう。ざる

や篭を自由ほ編めるようになる。自分で道具を

作りたい人に、作り万と材料を提供して上げる。

みんなの技術が上達したら、技術指導に区内の

小学校をまわる、などなど…。

竹を切る時期は10～11周頃が良いとのこと、そ

れまではいろいろ試してみて、少しづつ目標と

活動計画を立てて行こうということになりまし

た。

次回は、8月 7日 (土)午後 1:30美術館前集

合です。この日は、区立竹の子公園の竹林の様

子を観察(いろいろな種類の竹が植えられてい

ます)し、この公園の管理や利用お法と、グル

ープの活動の進め万などを話し合う予定です。

興味のある万はぜひご参力8もし<は ご一報を<

ださい。

連絡先 : 猪鼻 ( 3 9 3 3 ) 8 2 6 9

わたしの部屋は毘虫日

江戸 き よみ

7月 4日、赤塚で柵づ<り をして帰ると、飼

つていたアゲハが羽化していた。このアゲハは

幼虫の時部屋の中で行方不明になり、5日ほど

たつて見つかつたときは55つていて頭部が黒つ

ぼ<な つていた。すぐに手のひらで水を与える

とた<さ ん飲み、葉も食べて元気になつた幼虫

だつたので、それが無事チョウになれて特屑」う

れしい。

車取りをやめた車ほうほうの庭で、その日は

花の咲いた三つ葉に、なんとキアゲハの幼虫が

・・・。やつた 1とひとりで大喜び。さらに二

ワウメ屋モモスズメガの幼虫まで見つけ、2匹

ともまた部屋で飼うことにして、宿泊山行をキ

ヤンセル。

この夏

またまた

部屋の中は

昆虫園に。

キ
ア
ゲ

ハ
の
さ
な
ぎ
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活 動 の お 知 ら せ

定例会(毎月第一木曜日)3月5日、9月2日、6時30分から産文ホTル第4会議室。どなとでも

荒,|1自然回復団

●笹目橋緑地の生き物調査

十飲み物代

連絡先 :かがみ 5375-64‐ 銘

(当日は090-1171-7530)

●荒ナ||の自然回復ポランテ ィア講座

赤塚の森ボランテイア

●竹グループ (毎月第一土曜日午後)

●大沢出を登ろう

日時 :8月 14日 (土)6時 10分 集合

集合場所 :新宿駅AM6刻 発快速高尾行き

ホーム中央付近

市民による自然回復予定地の植物、動物につい ◎ 8月 7日 (土)1時 30分 美術館前集合。

て観察 ・調査します。 タケノコ公園で竹の勉強後、三園小学校でこ

日時 :7/18(追 加)、8/1、 9/5、 10/3   れ からのやり方を話し合います。

(雨天日は次週へ繰り延べ) ◎9月 4日 (土)1時 30分 、於三園小学校

8/1は 夕方、「荒川を食べる」は水棲動  ま たは城並竹林前集合。竹を切つて試作。

物の天敵ザリガニ料理、魚等を食べます。  持 ち物 :切り出しナイフ、軍手

集合 :西高島平駅9:45、 現地10:00   い ずれも 連絡先は猪鼻 (3933)8269

持ち物:弁当、飲み物、双眼鏡、lb―へ
°
、三角紙、 ● トンボを見に行<会

虫かご、図鑑、網、ビニー,けバケッ等 日時 :8月 10日 (火)時 間未定

8/1(キ ャンプ参加者は)食 器、タイルケッ  集 合 :東上線小川町駅

卜、菩替え、タイル、洗面用具など 持ち物 :弁当、飲み物、帽手、タオル

参加費 :無料、3/1の 夜の参加費は500円   連 絡先 :小松(3937)8490

10月～12月 市民参加の工事に先駆けて、荒川  持
ち物 :弁当、飲み物、帽子、雨具など

の自然回復の状況や今後の取り組みについての  そ
の他 :笹子駅から大沢山 (歩程 5時間)

講座を開催し、笹目橋緑地の活動を知つてもを  連
43先 :江戸 (3956)1771

)

うとともに、ボランティア参加者を増やしたい ?赤
塚公園ピオトーブ観察会

と思います。 (企画者募集)
市民参力8でつ<つ た池E<る トンボなどの動

植物、湧水の源などの観察 (どなたでも)
●自然回復シンポジウム

           日 時 :8月 29日 (日)午 前 10時 ～ 12時
今年の環境会議は9月 がこども版、1月が大人

場所 :美術館前
版となるので、

                 連 絡先 :坂不 (3579)2598
1月の会議で板橋区の自然回復

についてのシンポジウムやつたらどうかと思い
0世 話大会と暑気払い

ます。ご意見を 1               日
時 :8月 29日 (日)年 後 1時 30分 ～

●回復団で打ち合わせること、これから多くなり
場所 :赤塚 5丁 目集会所

)お 茶でもピール
世話人でない力も、定例会へも

赤塚の自然を話題[飲 みますq
ます。世話人、

つと来て下さい、お願いします。
         で も。会費は飲んだ最E応 じてお願いします。


